
第一部人工物発達学の芳え方

1.人工物とは

人工物発達の1既念を説明tる前に、まず人工物(証証aeDという"托念の定筏をしておく。

1.1 人工物という概念

人工ψⅡこは幾っかの定綻があるが、ここでは「人が手をかけた、の」すべてを指すこととtる。乎をかける、

という愆1来には、製造する、改造する、転胴する、などさまざまなケースがある。製造とはj爪刷'1斗力◆目的達

成に適功な訪るものを作り出寸ことで、改造はある人工物に千を加えて目的に適合ざ辻ること、i賑用はある人

工物の木来の目的から異なる同的にそれを利鯏することである。帷リ1W)坊拾、白然物を加工せずに島る図山の

ために使うことも含まれる。

どちらかというと、人工物は、道具や心射戒といったニュアンスの強い慨念であるが、ここでは、そうしたハ

ドゥエアだけでなく、ソフトゥエア、ヒューマンウェア、そしてシステムとい0たものも西めてぢえる。

ハードゥエアには文房具や食揣、火工道具のような道具から、家1捌幾器、オフィスぢ蹴揣、 AV 心豐俳、'1・1i、桜通伝

機將、医療機器、」繊捌幾器、公1じ"能器、教育機器、工竹峯餅排などの機器頻も島る。さらには愉動車や列小・など

の大剛機械もあれば、懲築物や進路の机璃役などの楢築物も島る。これらは、いずれも何らかのW標逹成を父援

tるために作り掛されたものである。

ソフトゥエアにはコンビュータに鬨連したものとそうでないものがある。市凡乳こは、 OS のような1'本ソフ

トゥエアや文杏処理や表計算を行う応用ソフトゥエア(アプリケーションソフトゥエア)、洗測機や"HI"U話に

入ってぃる級み込みソフトゥエア、噛症の企業が会計処理や旅共計算を行うために利用する業務系ソフトゥエ

アなどがある。また後者には、コンビュータに渕係ない11托念やイメージ、サイン、シンボル等の有形処モ形の表

堺が含まれる。たとえぱ言語や言語以外のメティアを用いた表呪、アルゴリズムや羽頓など、寸なわち、小説

や詩歌や祈隙記*:、写真や絵画、映画やゲーム、法律や"U刈、洲理の手順や業務文帯を回覧司、る手}順などの決

まり噺もソフトウェアに含まれる。

ヒューマンウェアとはサービスのことで島り、人がユーザの1ヨ標途戊のために何らかの行為を行うことをい

う。店員や営業担当や顧客担当の活動、ニーザサポートの延話相談、イベントや博杉血鄭こおける説明員、配送、

図1人工物の構成

1念合研究大学院大学

メディア社会文化赴P交

黒牙印1明

偶じ守、点検などの活動が含まれる。 g司、

人が1渕与するため、人的資1原といシ意味

でヒューマンウェアと呼ばれる。

これらを総合Lたものが剥1に示寸よ

うにシステムといわれるものであり、世

の中には、放せ!や敏脊、交通、物流、医

療、剣融、保険、行政など様々なシステ

ムが存在している。また、ビルや都市な

どは総合的機能をもったシステムである。

システム
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たとえぱハ_ドゥエアやソフトゥエアやサービスはシステムの中に位置づけられて意味を将っことが多し0
また置劃博計のように放送というシステムの中に位置づけられなけれぱテレビはただの樋物にな0てしまう0

して動作するようになっている。単体で動作してぃたものも、現在では電波時樹'という形でーつのシステムと
このように、ハードウェア、ソ

フトウェア、サービス、システム

という人工物は、ニーザの目標を

達成するために用意されている。

1.2 則票の獲訪戈

人間の行動には意誠的行動と無

意識的行動がある。食事の際に箸

を扱ったり、音楽を聯にうとして

プレーヤを操作するのは前者の例

であり、癖であたまを掻いたり寝

ている時に寝返りをうつのは後者

の例である。意識的行動には、箸

で浦かずをっまむこと、 CD プレ

ーヤを起動して音郵幼斗"m始める

こと、のようにそれぞれ迷成した

い目鴾甑客0凪)がある。無意識的行
動にも目樗功工ないとはいえないが、

それは畔瞭に意藏されてはいない。

ユーザビリティは、意識的行動を

行う際、その剛票を人工物によっ

て支援することによって、どの程

冨標状楼

/

^
^

.

度、目1票迷j戎(goa] eC11ievement)
図3目探逐成と人工物が支援されるかを表す11死念といえ

る。

図2は、酷票逸戎の状況を表したものであ。目標述成をしたい時には、圃標が達成されていよし児在の状ル
があり、両者の問には埋められるべき胴流がある。この距雄をうめるべく、人制は剛票状搭、に向かって涯む、、
時には途中で1釿念せざるを得ないときもあり、また時には迂途な迦をたどってようやく1ヨ保状,県に到達で 0
こともある。ここに人工物による支援が求められることになる。
図3はその目標達成を人工物によって支援した蛎洽である。この図に11'いたような剛票逢成の父援は理'、脚

ではあるが、人工物を利用しても、必ずしも冨に目標注成の道勝が最短な直様になるとは限らよし0 こここ
_ザビリティのイ既念力河釜」易寸る。諸々の条件を満たし、その設計弌ラ、ザインを工夫し攻善することにより、図
3 のような形の劇鄭達成を可能にするためには、ニーザビリティという既念が導入され、訣む'1やデザインにお
ける改善が考えられねぱならない。

2.人工物発逢の目H列
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人、〔物発迷学という新しい研突領域を1既念的に規定tる前に、その着想に至った1澗住を説明したい。それに

よって人工物発達学というフレームワークを枇築する彪、要1生やその意幾をEW界することが可能になると芳える

からである。

2.1 木製の靴

人1に物の発達的差異に最初に注獄したのは、近江地方で紘われていた木沓(きぐつ)の写真を見た時である。

足を保護寸るという目係のために世界各地で様々な履物が開発されてきた。地商を踏みつける示途からの保護、

寒さからの保護、汚れからの保誰、落下紗功、らの保股など、さまざまな要鬨からの保護の目的からそれぞれの

殿物が工夫された。さらには、迦.なる保護でなく、競技朋の靴のように、軽さや地面との摩捺、反発力などを

工夫した雁物が芳案された。

このようにして様々な索材が利用され、様々な履物が発明されているが、近江地方で利用されてきた木沓は

寒風にさらされる糊_!二での網の引き上げf際での防態用として開発されたものだという。しかしこれは歩行に

は適していない形をしているため那}上でのみ利用されたという。ーカ、木靴で有空,なオランダでは、湿った士

や砂を多く含んだ士地での膿1乍業の際、1折熱効果の大きい木を利用して開発された靴を利用していたと言われ

ている。

木沓も木靴も同じように木の断熱効果を利1・Uしたものでありながら、なぜ前者では歩行に不仙なものとして、

後者では歩行も可能なものとして開発されたのかは、彪司'しも明確ではない。木沓は矧}上での利用に限定した

ために、歩行を可能にする心、要がなかったとも言えるが、歩行が便利でも冠Kなかった筈で訪る。それが製造

技術上.のΠ、り題か、製造j_亘佃iを引き下げる盛、要除からか、市場が小さかったからなのか、陸上では草粧が怪便で

使いやすかったからなのか、何らかの文化的愆味づけが島0たのか、さまざまな可能性が老えられる。

こうした履物という「人二D吻の発達」をユーザビリティという観点から捉え直寸ことは、従来の民妙肖をや民
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図4近江地方の木沓とオランダの木靴

俗学の知見を一歩すすめて苛察することになり、さらには今後

の人工物の開発への示唆をもたら寸ことになると若えられる。

2.2 釧E

殺物を刈り取るという目的を途戊司、るための道貝として、日

本では巾腰になって手・の力で利胴寸る小型の手鎌があり、西洋

では大型で立ちながら腰のひねりを利用寸る大鎌(scythe)や中

腰で利胴寸る小型の手鎌(siclde)が知られている。

こうした道具について、上劫契字や上U谷学では、その局所的な

変化を追い、あるいは火局的な差熊を仙究してきたが、「なぜ」

「そこでは」「そのようなもの力勺使われてきたのか、「なぜ」

そこでの道貝.が rそのような形」に発達したのか、いいかえれ

ぱ「他の汗勿に発途しなかったのかについて壱'察されることは少
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図5 手鎌(sickle)と大鎌(scythe)
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なかった。

いったいどうして日本で大釧肋ミ発迷しなかったのか、なぜ西洋で大釧肋迄を迷したのだろうか。米と麦という

柚物の紗鰯龍の質や田畑への柿え力が関係してぃたかもしれない。また畑と田んぼという蝶境の述いが鬨イ糸して
いたかもしれない。さらには染団でf喋を行う場合の役割分担が鬨係していたかもしれない。このように、 こ

うした非異に影糾司・る要因は様々老えられるが、果たして局所的最適化(10C田叩timiZ誠i0田がなされてきたと
言えるかどう力ψ)1吟味は十分でない。いいかえれば、西洋の麦刈りにおける大鎌の利用はユーザビノティ的に
最適だったといえるのか、日本の稲刈りにおける乎釧沖利用はユーザビリティf均に雌適だったといえるのか、
ということで島る。ユーザエ学では、利用梧的と実現手段のjl々適な関係を目的としているが、そので見嘱からぢ
えると、従来の民族学や民俗学のアプローチをもう一段進め、「人工物の発逢」における伊゛然と必X、tを整址す0
ことが"、要と苛えられる。

23 バスの乗院ガテ法

これまでの二っの小イ列はハードゥエアに関寸るものだったが、これはハードゥエアと剛述したソフトゥエア
の問題である。バスの乘降ブ丁法は、バスの扉というハードゥエアがーつの条件になるが、その扉をどのように
機能づけるかというソフトゥエアによって乗客の行動は規定される。その意1来で、ハードゥエアとソフトゥエ
アに関連している。

肌在日本で走ってぃるバスには少なくとも表1のような3通りがある。すなわち、前ドアのみのものJ狗と
中央にドアがあるもの、前と後にドアがあるものであり、二っドアがある場合には、どちらで釆りどちらでNI、
りるかで二通りの乗降方法がある。

表1バスのドア位置と乗降方法

囲

図

圏翻圏翻翻

圃
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圏劉

前トアの
み

倒
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風
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料金徴収
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前・中ドア

前降り

前ドアのみのバスは欧米にも多いが、迅憾乎が乗降を完全に制祖1できるという管理上のメリツト、ヰ手に、'
雌比例判金制の場合の制金徴収が確実に行えるという点が採用の理由となっているのだろう。このお洽、乗降
を同時に寸ることはできないため、利用客は降りる流れと乗る流れの二っの流れを作ることになり、しかもそ

れを1唄番に行うため、効率が悪い。ユーザサービスという意味では必ずしも良いパターンとは言えない。した
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がって、このブ元勺が採用されている坊拾には、乗客にと0ての二ーザビリティより、会社としての利便竹1が優

先されたといえる。

二つのドアがある場合、中央ドアと後部ドアの違いは、後部ドア方式では乗Ⅲした客は降りるために中内を

完全に通過しなけれぱならないのに対し、中央ドア方式では乗客の通過すべき1剛池ネ半分近くにi咸る点である。

その結果、後部ドア方式では澀雑が平均化されるという利点がでてくるが、乗客の移動距雌は長くなり、短距

雌で降車する乗客は、東内が況雑している時に苦屶司、ることになる。また、中央ドアの場合にはドアより後力

は一種のたま辧易となるが、それらの釆客にとってもドアまでの距雅はさほど長くなく、降車におけるユーザ

ビリティという点から寸れば1勢祁ドアカ'式よりは中火・ドア方式の方が良いといえるだろう。ただ、ドアより後

方にゆとりがあっても前力の乗客が移動しないため、前半分と後半分の澀雑度合いに蕩ができてしまうという

欠点もある。このように、中央ドア方式の方が後部ドア方式より利点が多いにもかかわらず1麹祁ドア方式を採

用しているケースが島るのは何i牧だろう。利点と欠点の計笄におけるウェイトの述いと言'うことができるが、

その違いが何故でてきたのかは吏なる嗣査を'、要とする。

なお、これらの岐洽、前乗り倒郡りは半除を最初に払うことになるため建纈の場合に適しており、後牙"前

降りは料金を後に払うことになるため、胴靴比例料金制の場合に適している。比較的匁翻呼.推を述行するバスで

あれぱ定叡Kもいいが、中・長距1靴を述行するバスの切拾には胴雅比例料金制となるだろう。

ただ、長蹄航バスの場合には、●扣論にチケットを雛入しておく力式もあるため、必ずしも後乗りが良いとば言

えない。長胴粧バスの場合には乗降回数が少ないため、前ドアだけの方式でも1部越はないといえる。

2.4 箸の磁き力

箸そのものはハードウェアであるが、その紲き方はソフトウェアであり、文化によって川定されている。図

6 はヰ・四における食卓の初則1状態、つまりレストヲンがセットした状態であるが、桜リ列司のH本と災なり、箸

,,

ψ、

イ0

図6箸の置き方(中国の場合) を使う理ル1

については、壊れないため、再利用のため、森物検出のため、など諾説あるが、どれも決定的とは思われず、

人工物発達学の観点から検渕する必要がありそうだ。

さて、箸の横羅きど従耀きだが、現地の人々に箸を取ったり1赴いたりする動作をしてもらったところ、縦紲

きの力力斗黄磁きょりも少ない乎の動きで箸を取ったり1難いたり寸ることができることが分かった。これはーつ

の合蝶性といえ、ニーザビリティの氾ι貞に一致している。しかし、そうで訪ると寸れば、何i牧垂本で効率的な

縦随きでなく1判難きが発達し定着してしま0たのか、そこが不明である。それなりの理由があると思われるが、

現在のところ、まだ不明である。
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いいかえれば、なぜヰ寺定のデザインに至ったかという嵯その論理」だけでなく、なぜ他のデザインのように

ならなかったのかという「裏の論旦山をも重1見する。その意昧で、特定の人工物の*リ村者に、それ以外の人工

物の説明を行・え、あるいはそれを利用・体験ざせ、それに対寸る評価を、有効さや効率性Υ満足度といったユ

ーザビリティ指標によ0て求めるというアプローチを取ることもある。

(a) W"査の実施

人工物発迷学では、人Σ劇刎11体に関寸る研究(たとえぱ苦古学的な検剖)も行うが、主として民族学や民俗学、

歴史学、材二会学、そしてユーザエ学で用いられているフィールドワークを基本とする。ユーザエ学では、箕浦

のマイク 1コ.エスノグラフィ(1nicro・ethnogl'aphy)やGlaser, Sね、auss, crobin魚靴こよる GTA(GroundedTheory

APPNacWなどがフィールドワークの赴体となっているが、それらの元となったイ漸微均な民族学や則谷学の手

法も採用する。いいかえれぱ、貌場主綻、当小:者二1牙島をそのスタンスとし、 2-3 過冏から 2・3 ケ月の現地開在

において、自然観察や而接の手法を用いる。なお、可能な状況では、 H01捻bla比が促唱した文脈における質N打

(conteXしUa1 血q血'y)の手法も利鯏L、弟子入り1測震(appNnticesMP)の状況に船ける学び方も採用する。歴史

的経W1については、文献調査やⅢ1き取り調査をもとにして、人工物の挑移の経緯、およびその珸轤1等を調査す

る。

調査は1司一の1系点誤U麺について一斉に谷地で突施tる。すなわち、衣服と性差とか、御N11教育のやり方、批

の中の動きを知ること、室内設計の仕方、移動の手段、料退1如)仕力、'所報伝逹のaプ丁、などさまざまな1系点の

うち、噛建のものを選症して、その多様"加)あり力'とその原因を佃別に洲査する。

卿結果の比較分析

こうして集められた民族学や歴史学的、老古学的なデータをまとめるのが歌のステップとなる。それらのテ

ータを柘互に比較し、時に年表を作製し、あるいはそれぞれの人工物の設計や冽胴法について要因分析を行,。

こうした分析によ0て、同一の目標途戈に刈'し、どのような多様性がどのような総村1や旦1推1力喝生まれてきた

のかを明らかにtる。

佃人工物発達学の応洲]的展開

人工物発達学はユーザエ学の基礎科・学と位織づけられる。ユーザに満足感を匂・える人工物のヰ予1生や訪り力を

若えるのが二ーザエ学で島り、そのための原唯舶W禽膿として、剛渋達成における人工物の多様なデザインとそ

の変遷をたどるのが人工物発迷学である。

そうした人工杉"^迷学からは、ユーザの圃注的二ーズや沈粍モ的二ーズ、あるいはユーザ自身が気づいてぃな

い必要性についての清゛瓣こもとづいて、何らかの新たな人工物を企画・設計す澎易面において、どのような条

件(要因)をどのように芳慰し、どのような企画・設計を行えぱいいかに関する1識卜が相られる。

4.人工紗必を達学が老感寸べき要

人工物のデザインが多様化寸る

には、表・2に示寸ような様々な要

園が関係Lている。なお、これら

の要因はデザインの'タ太洗を担保

する、のではあるが、必ずしもそ

・噴材科Φ入手客月性

・加工装過の刊用可能性

製造上Φ要囲

・対象物Φ特性

・製造コヌ1・

・ブランF力

・メンテナンス性の確恨

・信頼性の確恨

・安全性の確保

・デザイナの美意識

・逹成目標Φ重要性

ユーザサイドの要囚

・ユーザΦ身体J亡理持性

表2人工物の多様性を産み出す要因

・物理的社会的な利用賦況

・購買力

・期得する耐用邱敷

・利用能力(りテラシー〕

・ユ,ーザΦ集団帰属憲識

・流行戀応

ユーザΦ帰属集団の要因

・ユーザの美意識

・伝統回帰恒向

・妾一性

・歴史釣糎韓

・民族意謝
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の合理陛を偶薪ル寸るものではない。

4.1 製造側に関連した要因

甸凍材羽の入手容易1生

いくら鄭想的な設計を行。ても、刷翆1や部品が入手できないのであれぱ、それを乳実化司、0ことはでき
ない。

⑤加工装睡の利用可能性

かまどや旋継などから、近午では大規模な設0嗣妾資を行わねば、人工物を加工する製山割よできない0
(C)製造コストの低さ

劃造コストは製品価格に反映する。その際の二ーザの購買力を弓慰すると、ユーザに11ヰ買可能な原価の
範囲が設定される。

(d)ブランドカ

劃造者に対する信頼感の蓄枯としてプヲンドイメージが形成され、

を行'うことができる。

④刈象物の特牲1

その人工物が対象と寸る物質等の噛翹1によって、人工物の大きさや硬さなどが決まる0
田メンテナンスの水準

メンテナンスが十分でないと、ユーザが安心しで橘入することができない0

(g)デザイナの美意識

単純な道貝.といえども、密美1生は重要である。

42 コ、ーザ側に関連した要因

W ユーザの特1生

ニーザの身体形状、大きさ、力の強さ、逓動能力会伎、ι刊捺、障害の有無、視力、知的水準、t土みしの量な
ど、ニーザキ舸生はきわめて重要な要因で島る。

化)利胴状況

一時的に利用するだけで恒久的な利用は行わな平1埒に利用するのか、遜難や山腔の場会に利用するのか、

いのか、なども関係する。

佃利用環境

室内か届ψ卜か、平地か山冏剖功哨ル上か、i;材桑した場所か湿1也識か、天候が良好なときのみ利用するのか、

利用場所の沸映環境はどうか、風の強さは関係するか、一部の特権的な人々、あるいは尊円家だけが利用す
るのか、など。

(d)想定されているi耐用年数

これが短い場合、必要以上に耐久座の訪る人工物は必要ない。

(e)ユーザの則潰力

いくら良いもので島り、利用者の剛禦遡戈に適合していても、ニーザが卿入できなければ意味がない0
田二ーザの雛持喪支払い能力

ぢ聨告碓話などでは、毎月の練才寺賀仂斗厶えるかどうかが闇題である。

(g)ユーザの利活用能力

それを使いこなすのに、どの1呈度の灸Π淑と知的水準が必要とされるのか。

その高い製造者は榔信を持って製造

、
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(h)利用倒的の分割レベル

汎用的にいろいろな場面でいろいろな卿杓に使うのか、それと制堤定された場面でだけ用いるのか。

Φユーザの集団昂属意識

仲ΠU内、a士同じものを使う傾向があり、そうした意畩で集団帰属な鞁も埀要となる。

φ二ーザの亨部調識

美愆識が高い揚会、低い"拾があり、需乳寸易合には、好みのパターンが分かれる。

4.3 ユーザの所屈集団のヰ予1生

(a)所属集団の伝統回帰傾向

集団が歴史や伝統を重視する岐拾には、新規な人工物はなかなか入り込めない。

(b)所屈熊団の斉一性

集団の斉一州功師司けれぱ、成員であるユーザは皆同じような人二劇勿を使う慨向がでてきゃすい。

佃所屈集団の歴史的経織

その集団が過去のどのような集団から影轡を受けており、またどのような他の染団から影轡されているか

は、人工物の利用にも影糾司、る。

こうした要図の結果として様々な人工物がそれぞれのIW或で作りだされ、それが時代を経るごとに澀じり合

い、あるいは消滅してきたといえ、それらのプロセスに刈'して「なぜ」を問うのが人工物発迷学である。

5.価値観への加重変動

人工物発達学はユーザエ学の発展形として生まれたため、基本的には目標述成を支援する人工物の二ーザビ

リティ、すなわち有効さや効率という機能主鞍灼W俺を人工物のあり力に関する評佃紘単誓として設定している。

しかし人工物は、その月標のあり方によって、機能主義的規範以外の基染を埀悦することがある。

その意味では目標と寸るイ瞰苗呪に鬨寸る達成度こそが人工物発達学d"Ⅷ直基準といえる。この点については

H20イ戸度の研究において吏に追究する予症であり、オ新高ではこのような示1唆にとどめておく。
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第二部共通テーマに関tる繊告

2007年度は、伝えることを共通テーマとして設定し、伝えることに開わる人工物の発迷について洲査を行っ

た。共通テーマであることから、付金剥こつける嗣私測紙を作成し、世界各地でデータ収集を行った(言語は英1田。

そのi佶牙ミ、

日本

フンレガリア

商齢者

フィリビン

タイ

のデータが集まった。既に日本の商餅"野のデータは分析を終え、学生のデータはコーディング中、淑外データ

はこれからコーディング、という状況である。

共通テーマに渕して雜告冉を執笵したのは、黒須、三愉、ヨトヴァ・マリア、岸上であり、第二部にはこれ

らの都告出を添付する。

学生

ルーマニニア

全年齢

千葉

学生・高齢者

石垣

学生

jlij;τ

学生

Sophia et al

Mani1ヨ

B丑口副(ok, chi臼ngmei

Clui Napoca
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8
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